経済学者議員リカード(2)一一後期第I 会期(1820年)を中心に一一 by 真実 一男
奈良産業大学『産業と経済』第 1 巻第 1 号 (1986年 6 月) 21-37 
経済学者議員リカード (2)




とについては，すで、に前述した。 (1年た1820年 1 月 29品ジョージ 3 世の死去に伴なう総選挙で
も，前回同様アイアランドの魔敗選挙区ポータリントン( Portali碍ton) から選出され，以後
後期の1820-23年の 4会期を勤めたということも前述した。
さて1820年 2 月 28日に解散された旧議会に引続き， 3 月に行なわれた総選挙の結果の判定は
微妙であり，一方では与党の有利を他方では野党の有利が伝えられていfこが?大勢峨化はな
かったらしい。新議会は 4 月 21 日に開会され， 4 月 27日には新王ジョージ 4 世による演説も行
なわれた。そして1812年以来政権の座にあった与党保守党のリパプール(Liverpoo} )内閣は，
依然として旧議会以来の政策の継続を企図していた。










(1) 真実 (14) を参照の乙と。
(2) 真実 (14) で30臼としていたのは，間違いである。ただしスマート (9) , ゴードン (3) では， 30 日
となっている。
(3) ミッチエル (6) p. 140, ゴードン (3) P. 69等を参照の乙と。ただしリカードは与野党の差とは関係






新議会におけるリカードの最初の演説は， 5 月 8 日のロンドン商人からの自由貿易への請願
をめぐるものであった。 (cf.リカード [8) V/42-46。以下でのリカード全集からの引用は，ローマ数字で
巻数を，アラビヤ数字でページ数を示す乙とにする。また訳本には原本のページ数が附記されているので，特
別な場合を除きそのページ数をあげなかった。なお訳文は利用させて貰ったが，かならずしもそれに乙だわら





dent of the Board of Trade , F . Robinson) は，乙の国の商業制限制度が間違っていること
を認めたものの，これをただちに変更する乙とは不可能であると答辞した。またミルトン卿









(4) 乙のフルテキストは，スマート [9) Vol. 1. pp.744-747，パーンズ [1) Ch. V皿， note 81 , pp. 182 -184, 
ポリテカル・エコーノミイ・クラブ[7) pp 11-22にみられる。またその翻訳は，「訳者まえがき」およびトウ
ックの「自由貿易にかんするロンドン商人の請願・ 1820年ーその由来と提出に関する若干の事a情についての説
明を附す」とともに，藤塚 [12) pp. 281-303にみられる。
なお，それへの署名者は196名を数え，その約半分がロシア会社の役員であったのみならず，数名のロシア
および北ヨーロッパの材木商人や一般商人を含んで、いたらしい。 (cf. ヒルトン [5) PP. 174-175) 
経済学者議員リカード(2) 23 
問題について演説したとき (1819年 5 月 24日〕には，金の価格は 1 オンス当り e4-3-0 で











よって提出されたことは，かれ (R] にとって大きな満足の源泉であった。かれ (R] を驚か
せた唯一のことは，これらの原理の提唱されたのがたったいまになってからだったということ
だし一一それら〔自由主議的諸原理〕がアダム・スミス (Adam Smith) によって宣言されて
以来，それらの進歩にかくも多くの時聞をかけたということだった」ともいう。
しかも第 3 I乙リカードは，自由貿易体制の完成には困難がたちはだかっているとして，その

















































また第 51乙救貧税についていわれた乙とはそのまま10分の l 税にも妥当するとして，リカードはつ
ぎのようにいう。すなわち， ílO分の l 税は同様に，土地利害関係者に対するいま 1 つの負
担であり，またある程度まで穀物価格を引上げる傾向をもっということを，かれ (R) は認め
るだろう。そしてかれ (R) は，これら (10分の 1 税〕に対して相殺関税を許容するのにいか























(5) リカードは， 6 月 2 日および 8 日のアイアランドの麻輸出奨励金に関する演説 (c f. リカード [8J V / 
57-58) においても，自由貿易原理を正しいものとし，「乙れらの税がとくに両国間の通商においてイギリス
のみならずアイアランドにも有害である」とする。なおこれらの点に関してリカードに反対意見を表明したハ




であった。すなわち，「かれ (RJ は，通貨がけっして 4%以上も減価したとは想像しなかっ








る。しかしその場合には， 2 本位が不変の 1 本位よりも変動をうけないだろうかどうかという
問題がある。もし支払が 1 金属でなされるならば，それは 2 金属でなされるよりも変動をうけ





そして乙のあと 6 月 5 日には，ベアリングの動議に基ずき商務副長官ウオーラス (T.Wallace) 
を委員長とする「外国貿易に関する特別委員会J (The Select Committee on F oreign Trade) 
が設立され， 7 月 18日にはその「報告書』の提出をみた。その当面のネライは，航海法と再輸
出との双方に関する改正におかれたが，本会期にはそれに基ずく具体的立法には至らなかった
らしいJ7)(cf. ゴードン (3J p. 78) 
以上ながながとリカードのロンドン商人による自由貿易への請願をめぐる論戦を紹介してき
たが，そこでのリカードの主張をまとめてみれば，おそらくつぎの 3 点になろう。まず第 1 1L
リカードは自由貿易原理に全面的に賛成するが，その実施については既得利益の擁護に関連し
(6) 乙のような請願は，乙の外にも，グラスゴー商業会議所，パーミンガム，マンチェスター，リパプール
等からもよせられたらしい。 (cf. アレピイ (4J p. 122) またマンテエスターおよびエデンパラ・グラスゴ
ーの両商業会議所からの1820年の請願は，ロンドン商人からのものにくらべてより伝統的(特殊利益代表的)
であって，より理論的でなかったともいわれる。 (c f. ヒルトン(5 J p. 173, footnote 3) 
(7) なおリカードはこの委員会の委員には選出されなかったらししマカロックへの手紙 (1820年 6 月 13 日
付)で「わたしは農業者と製造業者との双万から極端な改革論者および商業問題に関する空想家とみなされてい
るからです。あの自由貿易の味方と自称するベアリング氏ですらも， ーーわたしをかれの〔外国貿易に関する






の場合このこと以外には穀物法の温存強化には反対の姿勢を示す。第 3 I乙以上の 2 点との関連
で引合に出された平価復帰のデフレ効果については，リカードは前年の金価格とその平価との
差が小幅で、あったことを強調して，ピール委員会およびピール法における自己の立場を韓明す













る討論ののち， 1820-22年にかけて 3 次にわたる農業委員会を発足させ，それぞれ三つの『報
(8) トウック (10) p. 390の Table of the .Monthly Average Price of Wheat, per Winchester Quarter , 
in England & Wales , from 1793 to 1873 inclusive 中から 1819-1823年の月別小麦平均価格を示せば，
つぎのようになろう。
Year Jan. Feb. Mar. April. May. June. July. Aug. Sept. Oct. Nov. Dec. 
s. d. s. d. s. d. s. d. s. d. s. d. s. d. S. d. s. d. s. d. s. d. s. d. 
1819 79 3 80 。 79 1 75 10 72 3 68 10 74 3 75 。 71 7 66 10 67 6 66 3 
1820 64 0 64 10 69 。 69 4 70 。 69 10 70 。 72 5 67 10 58 9 57 6 54 。
1821 54 0 53 4 53 10 53 2 51 10 51 8 51 。 55 。 62 3 60 1 54 10 49 。
1822 48 8 48 6 46 。 44 7 46 4 43 10 43 1 41 10 39 8 39 。 38 10 38 11 









またそのような本会期での農業苦況に対するリカードの演説は， (1) 5 月 12 日 (2) 5 月 25 日 (3)5
月 30 日の 3 回 (c f. リカード (8J V/47-56) におよぶが，なかでも (3)が最も詳細をきわ
め，穀物法賛成の論拠を 1 つ 1 つ潰そうとするものなので，以下においてはもっぱら(3)を中心
に議論を運ぶ乙とにしたい。
さて(1)は，農業不況への調査を求めるバッキンガム州 (Buckinghamshire) からの 6 請願








(9) 乙れらについては，毛利 [15) の「はしがき」を参照の乙と。
なお 3 Ií報告書』のフルタイトルは，つぎの通りである。 (1) Reportfrom the Select Committee to 
whom the Petitions on the Subject oJ agricultural Distresses 切Jere reJerred, and, who were 
directed to conJine their Inq,uiries to the Mode of ascertaining, returning and calculating the 
average Prices of Corn in the Twelve maritime Districts , under the Provisions oJ the existing 
Corn Laws , and to Frauds which may be committed in violation oJ the s α id Laws , Ordered, by 
The House oJ Commons , to be Printed, 8 July 1820. (ll) Report Jrom the Select Committe to 
whom the several Petitions complaining oJ the deperessed State oJ the Agriculture oJ the Uni 
ted Kingdom were reJerred, Ordered, by The House oJ Commons , to be Printed, 18 June .1821. 
(皿 ) Report Jrom the Select Committee appointed to inq,uire into the Allegations oJ the several 
Petitions presented to the House in the last and present Sessions oJ Parliament, complaining 
oJ the distressed State oJ the Agriculture oJ the United Kingdom, Ordered, by The House oJ 
Commons , to be Printed, 1 April 1822. 



















































































して麦芽税が農業者のみでなく社会全体にかかるものであるという前々回( 5 月 8 日)の発言を
繰返すのみならず，農業者の税負担率の過大計算を指摘してつぎのようにもいう。すなわち，
「し 1 ま 1 つのかれら〔請願者たち〕の声明は，かれらがその国の全生産物の30% を〔税金として〕
支払ったというものである。かれ (R) は，地主がその国の全生産物の30%を支払わなかった
と主張する。その国の生産物は， 1 年につき 2 億ポンドの価値であると計算されている。その
30% は， 6 千万ポンドだろう。それ以外にも，賦課税，関税，および他のいろいろな収入源が
あるので， 30% という計算が間違いであることをそれは示す」として，地主の過大要求を斥
ける。




























































ば22s のラシヤに 1 ヤード当り 2s の租税がかけられたならば，その国の価値の11分の 1 を支







































他万乙のようなリカードの発言に対しては，動議支持の立場にたつブルーム (H. Brougham) が
リカードの偏理論的態度を攻撃し，その後の語り草ともなるべき名演説を残す。すなわち，




(12) 乙れは， 1819年 6 月 9 日の演説におけるリカードの資本課税による国債償却案 (cf.リカード [8J V / 

















の( 5 月 8 日)と農業不況をめぐるもの( 5 月 12 日， 5 月 25 日， 5 月 30 日)との両者を特出し
て，かれの立場をみてきた。しかし開会期中のリカードの演説はそれら以外にも，アイアラン
ド保護関税( 6 月 2 日および 6 月 8 日) ，借入ー財源 (6 月 9 日) , イングランド銀行報告書
(6 月間) ，予算( 6 月 19 B) ，綿織工たち( 6 月 29 日)(?戴冠式( 7 月 3 日)と続くが，それ
らはその重要性において上記の演説に劣るものといえよう。そしてまたむしろその後の議会の
関心は，いわゆる「女王の裁判」にむけられる乙とになる。というのもかねてから別居中であ
った新王ジョージ 4 世の友王となるべきカロライン (Caroline) が，イタリーより帰国するこ
とになったからである。好智にたけたジョージ 4 世は，離婚を承認せぬかの女に対して，外国
(13) 乙れは，マックスウエル (J. Maxwell) 氏による綿織工の苦況救済手段への特別調査委員会設立動議
に反対するためのリカードの演説であった。これについては政府側のロビンソンも反対し，結局同動議は取下
げられた。
と乙ろでマックスウエルの救済手段は，(1)力織機への課税， (ll)団結〔禁止〕法 (Combination La ws )の撤廃，
叩)労働移動を援助するための補助金， (N)失業手織工l乙対する公共資金による土地供与を内容とするものであっ
た。そしてこれに対するリカードの反対演説は，それが(1)産業自由主議に反し(11)救貧法への干与と同じく階級
閣の対比という点で首尾一貫しないし(ill)財産の神聖に反するというものであった。( cf.ゴードン [3) pp88 
89) なお乙の点に関するリカードの旧機械論視点からの考察については，真実[13) pp・ 100-101を参照
せよ。
36 真実一男
でのかの女の不行跡をカドにして， 7 月 5 日には渋るリパプールをして，刑罰法案( Bil of 


















かしそれらのすべてについては，他日を期したい。 (1986. 3. 22.) 
(14) 乙の点についてはさしあたり，アレビイ (4) Ch. l. The Awakening of Liberαlism ( ~) 1 The Affair 
of Queen Caroline pp. 80ー106 を参照の乙と。またデンマン (T. Denman) とともに女王側の弁護1:
をつとめたブ、ルームの痛烈なジョージ 4 世の性格批判をも参照の乙と。 (cf.ブルーム( 2) George IV, pp. 13 
-66) 
同 7 月 5 日付のトラワー→リカードの手紙以降年末までのトラワー (H. Trower) ，マカロック (J. 
R. McCulloch ), J. ミル (J. Mill) ，マルサス (T. R. Malthus) との往復手紙中に女王問題が現われな




(8) V皿 /240 )とまでいう。
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